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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 

皆さん、こんにちは。Makiです。お元気ですか。私は2週間前、マリンガ地区日本語教師研修会に招かれ、｢複式授業における教室活動｣についてお話しました。約40人の先生方とアイディア交換しながら、複式授業でどのように活動を取り入れられるのかを考え、発表してもらいました。全員、和気あいあいした感じでとても発表しやすい研修会だったと思います。マリンガ地区の皆さん、大変お世話になりました。ありがとうございます！！
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さて、今日はゲームをいくつか紹介したいとと思いますが、その前に日本語の授業とゲームについて考えてみたいと思います。皆さんはどんなとき、何のためにゲームをしていますか。

品川(2001)の調査によると、多くの教師は授業の雰囲気やリズムへの効果を期待しながらゲームをするそうです。また、同調査によれば、ゲームは子ども(小学生～高校生)、初級レベルの学習者に効果的だと述べています。ブラジルの先生方も調査の結果同様に学習者が何時間も勉強して疲れた後、気分転換にゲームを行なっているのではないかと思います。

しかし、ゲームはただの遊びなのでしょうか？ゲームは楽しいけれど、学習に役に立っているのでしょうか？ゲームは語いの学習に適切であり、学習者が積極的に日本語で話す機会を増やしてくれる効果があると考えられます。また、｢勉強していると感じさせない｣と同時に学習者の集中力、学習意欲を高めることができるというメリットがあります。ただし、メインは日本語の授業なので、ゲームのやりすぎに気をつけなければいけないと思います。そうじゃないと、学習者はいつも遊ぶことだけを考え、勉強しないようになってしまう恐れがあります。そうならないためには、何のためにするのか(ちょっとした気分転換のためなのか、語いを学習するためなのか)を考えながらゲームをしたほうがより効果的な授業になると思います。
さて、これを頭の隅に置きながら、ゲームを見てみましょう。

｢鼻鼻鼻、．．．｣

体の名称を覚えるためにとてもいいゲームです。

教師は指を自分の鼻に当て、｢鼻、鼻、鼻、．．．｣と言います。学習者も同じことをします。その後、教師は｢目！｣と顔の他の部分を言います。学習者は、すぐに指を目に当てなければなりません。最初はゆっくり、徐々に早く言ったりして学習者に集中させます。また、教師は最後に言う体の部分を言い、わざとそれとは他のところに指を当てることもできます。例えば、教師は｢鼻、鼻、鼻、．．．口！｣と言い、指を耳に置いたりします。教師の真似しかしない学習者は間違って耳に当てたりしてしまうので、笑いを誘います。

｢漢字パズル｣

要するに漢字が書いてある紙をちぎって、学習者に配り、漢字をモンタージュしてもらうゲームです。そのため、少しスペースがあったほうが学習者も動きやすいので、もしクラスでするのでしたら、つくえやいすなどを片付けることをお勧めします。

学習者が習ったいくつかの漢字を選び、1枚の紙に一文字ずつ大きく書きます。その紙をちぎります。1枚の紙でちぎる回数は、ちぎった紙の合計がクラスの人数分になるようにします。ちぎった紙をよく混ぜ、学習者一人にちぎった紙を1枚配ります。学習者たちは教師の号令に従って、自分が持っているちぎった紙に当てはまるほかの紙の人を探し、漢字が完成するようにします。完成できたら、｢終わった！｣と叫び、グループごとに完成した漢字を読んでもらいます。

アレンジとして、教師が漢字を書くのではなく、学習者に書いてもらうこともできると思います。また、運動会や学習者の集いなどにも使用できるゲームです。

｢おーちた、おちた｣

まず全員ひざを叩きながら｢おーちた、おちた、なあにがおちた｣と言います。次に教師が｢げんこつ｣｢りんご｣｢かみなり｣など落ちる物をひとつ言います。もし教師が｢げんこつ｣と言ったら、学習者たちは両手を頭に置きます。｢りんご｣でしたら、両手を体の前に置きます。｢かみなり｣でしたら、両手でへそを隠します。｢いちご｣｢あたま｣｢おなか｣など他のものを言ったら、下を指します。頭で考えることと行動することがマッチしないときがあるので、とてもおもしろいです。また、教師が号令をかけるのではなく、学習者にさせてもおもしろいです。

これが私の授業で行なってきたゲームですが、いかがでしたでしょうか。このほかにも皆さんが行なっているゲームがいろいろあると思います。

ゲームをやって楽しい！そして、何か学習できた！と思わせる授業になるといいでしょうね！ガンバりましょう。

参考文献:　品川直美(2001)｢日本語教育におけるゲームに対する教師の意識と使用実態｣『日本語教育』110号　日本語教育学会
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皆さん、グッドニュースです！国際交流基金から発行された｢教科書を作ろう｣ですが、日本語があまり得意ではない先生方のことを考えてポルトガル語版を作ってみました。これらは国際交流基金サンパウロ日本文化センターのサイトに公開されています。
日ごろの授業に新しいアイディアを取り入れたい方はちょっとのぞいてみて、ダウンロードをしてください！！！
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